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序 文

関和久及び借宿の広範な地域は ， 大正末期から多賀城系と下野薬師寺系の古瓦が出土すること

が学界に知られ， またそこから出土する多賀城系の瓦から神亀5 年設置の臼河軍団跡と推定され

てきました。

その後， 約半世紀の間に借宿については 寺院跡であることが判明し， その一部では ありますが

県史跡に指定されました。 県教育委員会は関和久遺跡の重要性に鑑み， 研究者の方々の助言を得，

遺跡の性格を解明するとともに国史跡指定の資料を得るため昭和 47年より調査を継続してまいり

ました。

この調査により， 現在までの調査地点は 古代白河郡家跡であり， 範囲もほぼ確実となってまい

りました。 本年度は 第9 次調査を終了し． 所期の目的を達成することができました。 ここに本年

度の調査成果につきましてその概略を報告いたしますので， 広く県民の方々に認識を深めていた

だくとともに， 研究資料としてご活用いただければ幸甚に存じます。

最後に， この調査にご指導いただいた県文化財保護審議会委員伊東信雄博士は じめ各指導委員，

ご協力いただいた宮城県多賀城跡調査研究所の方々． 地元泉崎村， 泉崎村教育委員会， 地元協力

者各位に深く謝意を表するものであります。

昭和56年3月

福島県教育委員会教育長

辺 見 栄 之 助
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調査要項

1 名 称 関和久遺跡

2 調査地点

3 調査主体

4 指導委員

5 調査担当

6 調 査員

7 指導・協力

西白河郡泉崎村関和久字中宿

福島県教育委員会

伊東信雄， 坪井清足， 後藤勝彦， 梅宮 茂， 渡辺一雄

木本元治

日下部善己， 辻 秀人， 鈴木文夫， 長嶋雄一 補助員 仲田茂司

岡田茂弘， 阿部義平， 桑原滋郎， 進藤秋輝， 平川南， 吉沢幹夫， 臼鳥良一，

佐藤則之， 高野芳宏

8 調査協力 泉崎村， 泉崎村教育委員会， 泉崎村公民館， 関平婦人会， 佐川ーニほか地

元有志15名

9 調査期日 昭和54年10月29日～12月5日

10 地区割り B MNo. l ~No. 2（真北）を50ライン， B MNo.lを通り直交する線をKAライ

ンとし， 3mごとに西に51 · 52・ ・ ・・・・， 北にKB ·KA・・・・・・とした。 地点表

示のNC)(Jm, W00mもBMNo. lを基点とした。



一凡 例一

1 この調査は国庫補助事業である。

2 編集は木本が担当した。

3 第1章•第3章•第4章第2 · 3 節は木本が執筆した。

4 第4章第1節は伊東が執筆した。

5 第2章は木本， 辻， 日下部， 長嶋が執筆した。

6 墨書土器の判読は平川が行なった。

7 平瓦 ・ ロクロ調整杯の分類については第1 · 2表を用いた。

心弟 1 類 ＾ 弟 2 類 第 3 類 心弟 5 類 第6類 ＾
弟
へ 7 類

凸面 ロクロ目 縦ヘラ削り
不定方向ナデ

縄目タタキ ヘラ削り 格子目タタキ
縦ヘラ削り

凹面 布目、 模骨痕 ロクロ目 布目、 模骨痕 布目、 模骨痕 ヘラ削り 布目、 模骨痕

第1表 平瓦分類表

再調整 切り離し 類 別 再調整 切り離し 類 別

回転ヘラ削り 不 明 1 類 回転
（
ヘラ削り 回転ヘラ切り 3 a 類

（休下部＋底部） 一部）

回転ヘラ削り 1 a 類 ふ号／ 回転糸切り 3 b類｀ 回転糸切り 1 b類
ヘラ削り

静止糸切り切り離し痕 3 C 類

回転ヘラ削り 静止糸切り 1 C 類 手持ちヘラ削り 回転ヘラ切り 4 a 類
（ 一 部）

手持ちヘラ削り 不 明 2 類
手tlw

回転糸切り 4 b類
（休下部＋底部）

回転ヘラ切り 2 a 類
ヘラ削り

静止糸切り 4 C 類切り離し痕

呈
回転糸切り 2 b類 再調整なし 回転ヘラ切り 5 a 類

手持ちヘラ削り 静止糸切り 2 C 類 ＼上／ 回転糸切り 5 b類

、 直

第2表 ロクロ整形杯形土器分類表 切り離し痕 静止糸切り 5 C 類



第1章 調 査 報 告

第1節 前年までの調査

昭和47年度 10月30日～1 1月15日（関和久遺跡I 1973年3月 福島県教育委員会）

航空測量図作成と予備調査， 東群建物中， 南・中・北の3棟の有礎建物跡の存在を確認。

昭和48年度 10月 11日～11月 10日（関和久跡 lI 1974年3 月 福島県教育委員会）

東群の有礎建物跡S 801 · 02 · 03と， 西群の有礎建物跡S 805 · 06と掘立のS 804 · 07 を検出

した。

昭和49年度 5 月 27日～ 6 月 5 日（関和久遺跡一県道拡幅工事に伴う調査ー 1974年12月 泉崎

村教育委員会）

県道白河ー母畑線拡幅に伴う緊急調査。

台地中央部 267 m'を幣状に発掘， 竪穴住居跡， 溝跡， 掘立柱柱穴， ピソトを検出。 遺物は土師

器， 須恵器， 須恵系土器， 円面硯， 古銭， 植物種子を検出。

昭和49年度 10月21日～ 11月22日（関和久遺跡ID 1957年3月 福島県教育委員会）

遺跡の南西部を調査， 有礎建物跡3棟， 3溝跡2条， 井戸跡 1基， 竪穴住居跡 l棟を検出。 調

査地区西方， 南方で検出された大溝跡は郡家の西至を区画する可能性が考えられ， 一辺は2.5~ 3 

町と推定された。

昭和50年度 10月20日～11月22日（関和久遺跡N 197 6年3月 福島県教育委員会）

遺跡の東南部を調査， 有礎建物跡4棟， 掘立柱建物跡9棟， 竪穴住居跡 1棟， 大 溝跡 2条， 小

溝跡2条を検出された。 東南隅では 大 溝のコ ー ナ ー が検出され， 東西は 2.5町であることが判明

した。

昭和51年度 10月 20日～11月20日（関和久遺跡V 1977年3月 福島県教育委員会）

遺跡の東辺部を調査， 掘立柱建物跡4棟， 大 溝跡3条を検出。 大溝は郡家跡東辺を区画するも

のと考えられ， 3 時期の変遷が認められた。

昭和52年度 11月 1 日～12月 3日（関和久遺跡VI 1978年3月 福島県教育委員会）

台地中央部， 東縁部を調査， 掘立柱建物9棟， 1本柱列 1基， 大 溝 2条， 小 溝 1条， 竪穴住居

跡 2棟， ピット等が検出された。 大 溝のうち東縁部のものは郡家の東縁を区画するものと考えら

れた。 遺跡の規模は南北が3町を越えることが判明した。

昭和53年度 10月25日～11月 25日（関和久遺跡VII 1979年3月 福島県教育委員会）

台地北半部を調査， 県道の北側より 1本柱列1基， 門跡 1棟， 掘立建物跡5棟， ピット3基を

検出。 1本柱列は「院」を区画する柵で， 53年度の部分はその東南コ ー ナ ー と推定。 遺跡の南辺

より約4町付近が北限と判明。

昭和54年度 10月 29日～12月 5 日（関和久遺跡VIII 198 0年3月 福島県教育委員会）

遺跡北半部の台地の西端部（遺跡全体では 東西の中央部）を調査。 2間X5間の東西棟で4回

の建替えのある建物を中心に， それ以前の時期の建物の掘り込み地業， これらを取り囲む一本柱

列， 溝， 南門と考えられる四脚門などを検出。 一つの 「院」の中心地区と推定された。
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第2節 調査経過

昭和55年度の調査は遺跡北半部， 台地上の54 年度調査の「院」の東側， すなわち台地中央部の

性格を確認する目的で開始された。 まず院の東辺の一部を検出し， それとその東に検出される遺

構群の関連を比較する方法を取ることとした。

第1トレンチ

第8次調査地区の東側の農道の東の畑(N区） にJT · K A-62~71グリッドの 6 m X30mの

トレンチを設定した。 トレンチ西端部のJT•KA-69~71区より院東辺を区割する一本柱列と

その一本柱列が取り着く門跡， 一本柱列の両端に掘られた溝跡らしきものが検出されたのでJ R 

J S -68~71区を拡張したところ， これらは院の東門に当る八脚門S B 104 とそれに取り着く一

本柱列S A 106, 溝跡であることが判明した。 したがつて， 第8次調査で院と考えられた遺構群

は東が正面である可能性が強くなった。

トレンチ東半部のJT · K A-62~65グリッドからは東西4 間以上の東西棟と考えられる掘立

柱建物跡の一部を検出したので‘, J s とKBの62~65グリッドを拡張したところ， これは東西 5

間， 南北 2間で南面に廂の付く官面風建物S B 105であることが判明した。 さらにS 8105の北側

柱穴の一部は溝に切られており， S 8105に切られた古い建物， S B 107 · 108 · 120や， そのどれ

かに伴なう目隠屏と考えられる一本柱列S Al21も検出された。 これらのうちS 8107は東西に長

い東西 9間以上， 南北 2間の建物で， 第2トレンチからさらに東に延びている。

遺物はS Al06に沿った溝S 0101 ・103, S B 105北側の溝S 0109から多くの土師器が出土し中

には 「白 」 ・ 「厨」 等の墨書があるものがある。

第2トレンチ

第1トレンチ東半部建物の東・南側の遺構を検出するためJK~K B-59 · 60グリソドに南北

に長い 6 m X36mのトレンチを設定した。 なお60グリッドの部分は農道のため調査不可能だった。

第2トレンチ北端部JT-K B-59 · 60グリソドからはS 8107の東の延長， S 0109の東側，

これらより新らしい径2 m~ 3 mのピットが検出されている。 S 8107の柱穴の一部はS K113の

底面より検出されている。

J K ~ J S -59 · 60グリッドにかけては， 南北に走る中世の遺物を出土する溝S 0102, 須恵器

長頸壺を出土したS KllOを検出したのみで他の遺構は見られなかった。

S D  118 の南側を検出するためJK · J L -56~58グリッドを拡張したところ， その東にS K

119 ・121, S B 122を検出した。 S K119 ・121は土取り穴と考えられる。

第3トレンチ

台地中央部の遺構を検出するために第2トレンチに直交するJ Q · J R-51~58グリッドに 6

m X24mの東西に長いトレンチを設定した。

J Q · J R -57 · 58に南北に走る溝S 0118, J Q · J R-51~53にS K117を検出する。 S K

117は土取穴らしい。 その他は小溝やピットが数基あるのみで他に目ぼしい遺構・遺物は検出され

なかった。
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第3節 調査日誌

10月21日（火） 雨のち曇

現場の設営， 器材整理。 規準杭設定No.74 (Nl6,983m, W· EOm),No.75 (Nl6,983m, W 

31, 925m), No.76 (N 52, 971m, W31, 925m), No.77 (N 52, 971m, W68,455m), No.78 (N 86,34lm, 

W68,455m),No.79 (Nl20,000m, W68,455m),No.80 (Nl20,000m, W74,375m),No.81 (Nl20,000 

m, W86, 577m), No.82 (Nl20,000m, W34,430m)。第1トレンチ， N区J T · K A-62-71を設

定。

10月22日（水） 晴， 一時曇

第1トレンチ表土剥離開始， 30-50cmで黒色の遺構検出面に至る。 J T. KA-68~71グリッ

ドで掘立柱柱穴， 溝検出。 遺構埋土は黒褐色～暗茶褐色でロ ー ムブロ ックを含むものも ある。

10月23日（木） 晴

J T · K A-62-65グリッド表土剥離， 掘立柱柱穴群検出。 J T-62~65に並ぶ柱穴はJ T-

65に北に折れ， 東西4間以上， 南北2間以上の建物となるらしい。 K B-62~65グリッド設定。

10月24日（金） 晴

K B62~65グリッド掘り込み。 フワフワの新しい埋土を有する溝検出し， 上面を掘り込む。 建

物は南北2間で北柱列は溝に切られている。 KA-69 · 70グリッドの大きな落込み掘り込み。

10月27日（月） 晴， 一時雨

規準杭設定No.83 (Nl20,000m, W39,000m),No.84 (Nl29,000m, W48,000m),No.85 (N84,000 

m, W48,000m)。JK~K B-59, 60に第2トレンチ設定， J S ~K B-59. 60グリッド表土剥

離。 J T · K A-69 · 70グリッドの 柱穴 列精査。

10月28日（火） 晴， 時々雨

J T • KA-68~71グリッド精査， 柱穴 列東の落ち込みは溝となり柱穴群の前で切れている。

柱穴群は「門」 の一部になるらしい。 第2トレンチJQ~ J S -59. 60グリッド表土剥離， ピソ

ト， 溝検出。 後藤委員指導， 県文化財保護審議会委員 一行来訪。

10月29日（水） 曇， 時々晴

J S -68~71グリッド表土剥離， 柱穴群の続きを検出。 JO-JQ-59·60グリッド表土剥離，

昨日検出した溝はさらに南に延びる。

10月30日（木） 晴

J S -69-71グリッド精査， 2 ～ 3回の建替えのある八脚門と判明。 第2トレンチ精査。

10月31日（金） 晴

J S ~KA-69~71精査， 一本柱列西側の溝掘り込み。 第2トレンチをJJ -59 · 60に拡張。

11月 4 日（火） 晴

J S ~K A-70. 71グリッド精査， 柱穴一部掘り込み。 J S -63~66グリ ‘ノド拡張， 柱穴検出。

11月 5 日（水） 晴

J S ~K A-70グリッド精査。 J S-62~65グリッド精査， 柱穴は建物の廂と判明。

- 3 -



11月 6 日（木） 晴

門S B 104, 一本柱列S Al06掘り込み。 第3トレンチJ R · J S -55 · 56グリッド表土剥離。

11月 7 日（金） 晴

S 8104切り合い確認作業。 第3トレンチJ R · J S -53 · 54グリッド表土剥離。

11月 10日（月 ） 晴

J R-69 -71グリッド表土剥離， 精査。 門全体を検出し略測図作成。 J R~K B-62~66グリ

ッドの建物群精査。

11月 11日（火） 晴

第1トレンチ全面精査。 S 8104は2回， S Al06は 4回の建替えと判明。

11月 12日（水） 晴

S B  104 S Al06精査。 S B 105掘り込み。 S D l09 精査。

11月 13日（木） 雨のち晴

午前中雨のため図面検討。 午後現場で指導員の指導を受ける。 午後2 時よりNHK取材。

11月 14日（金） 晴

S B 111 · 120 · 121 · S D l09 精査・切合い確認。．J R ~K B -62~71グリッド遣り方設定。

11月 17日（月 ） 曇

J R-K B-62-71グリッド清掃・写真撮影。 S KllO掘り込み。 J R~ J S -55~58精査。

11月 18日（火） 晴

J K-KA-59 · 60 · J R · J S -51-58グリッド精査， S B  104 付近写真撮影。 0区ーJ Q 

-J R-81 · 82グリッド設定， 掘り込み開始。坪井委員着。

11月 19 日（水） 晴

J R~K B-62~71グリッド実測。 S K113掘り込み。 坪井委員の指導を受ける。

11月20日（木） 晴

S D l02 · S K114 · 115掘り込み。 J Q · J R -81 · 82グリッド精査。 実測継続。

11月21日（金） 晴

S D l02 S K117掘り込み。 J Q · J R -81 · 82グリッド精査。 実測継続。

11月25日（火） 曇， 時々雨

S D l02 · 118, S K117掘り込み。

11月26日（水） 雨のち晴

S 8105付近遺構を再精査， ダメ押しを行なう。 S B 104実測。

11月27日（木） 晴

昨日同様S 8105付近再精査， S 8104実測。

1 1月28日（金） 曇

S B 105付近再精査， S B104, S A106実測完了。 第2 · 3トレンチに遣り方設定。

11月29 日（土） 曇のち晴

午前中全体清掃， 第2 · 3トレンチ実測。 午後現地説明会。
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12月1日（月） ～12月5日（金）

第2 · 3トレ ンチの遺構実測。

S B 104 · S A 106断ち割り。 SB

105付近の細部検討。12月5日午後

徹収。

W65 

SD108 N115 I 
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W40 

0 4 rn 
ヒす一→―---=i

W30-

\ Nl20 

第3図 第1トレンチ遺構配躍図

5 

W5 

W40 

SD109 

Ni五



, \ ． I, ｀ `  ｀ ｀ 
" 

I \1......1 \ lit ; ·...... • .. ·•.. •. 
I I ` 
I \ ←.... 

9, 1, 9 

，
 
ヽ，
 

、．

、 ‘
＞
 

＿

＿
 

l
W200m 

．＇
 

一 ．．
．

 
�

 
．

 
．．

 
．．

 

～ w ー00 m 

し 9 9 

,

v
 

伽
，．

 

||'ーーーーム4
 
＇

 

�

ー
1 ーーーーー

]
NZI>-
7

>

00
 

．
 

＞
 

El
 

「'ーー
1
1
1ーーー

V 

-
1ーーー
|
10
ヤ
ー
ぉr

ー

忙乍2,
／
 

I I 

II 
:----、‘―
··::::.:·: II I 

' •;__,,,__.J..-— 
:: --\ " I 
: II I .---F

_...;； 

•. I I．，、 ヽ ． ：
`9 9 /― 
こ " .·: " /

/ 
’, ／ 

、 · • •• ‘, II · • · / :.、•''
9 

/l l 
',_ 

I
I /＼

ゾ
＼益:.77 i"! 

969

I�

:

7
1[ 

¢肩sBb

〗□C―□_-!! II : 

9

」---］― 

ロ丁
：戸／／［ 三［f，次二i

oo~i □ 
--—I II I SB85·87·8 

/ SX89 - - - -—. 
----| -

" I " � 
30：ーし／ ＿誓
ー＿
—

=ー／口／ll/

9 1 

11. ＇，C.
-

11
 

9:J·̀
 

.
9
 
,．

」．
:

9
 

r
.

 

、/
rし一ー
1
1
1
i
11

: i 
'-" I 

V I 
SlOOm I I 

I I ----「― 下― --- ---

ご

; I I 

柊g_°: | 「 ― -.....!.
！ 、

;-----1 
I 

�-． ． 
I I : : - -.一—、-. -—;a -—-----

L---------

I j I 
I.. I I ! II' 1 I I " I II I SB06 11 : 

；ーしi--〗：ロ
ロ
ロ

9, ..... 口-J_i_＿ co,'7 ←---； ＇ 

’’’ 」'-:__-「--［藍―---
lf 

1『 ―---
I\ 

--T ---

I 
| 
I 
1- - - -T- - -

r·, I I 
I I :• 

! : • 
， I l '’ · • 
:, S B05 : ：．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

r� 一
I 

;'... SBll n ! SBlO 置―――こー：―こ:-m:：:m:［言�:中こ；；2b:

:, ： : 
- - - - - - - - - - J _ ＿ - - --

I :: I 
’ ’ ’  r

→7 -·、
←SB09 ， 
I : . Il : : SB15 • 16 
',:;-: SI 12 : ヽ ： ； 

’’ 
戸二＇＝二二二二ニデニ-=--』ニ―ニニ

_c;__________ i 
----↓-----7

ー

第1図 i 遺跡全図・遺構配置図 i,1 

ー

.m
l
_

I

i
 

上

—

—_

Lーーー
L-
OOm
.-
．

し一
ー'

:

looml
計
1

-

2

-·
 

こ：―-ミ
少
＂

J

i
_
7

1

-

＿

―

_

-

s

"
- ．
 

I

.

l

_

＿

―

_

-

�
11-i

 

l
l

-

―

―

-

―

[`
：』

11

-

―

―

 

"
l

-＿

―

―

_
 

ー

"

"
-

＂
-

11

-

11

1

〗
-

―

―

―

―

一

§ ..

�^
ー

4

-

―

―

―

＿

竺B-

．

l

6

l
:

―

―

―

＿

 

3

7

7
 
2

 

-
2――

 

厨
丈

�

州
丁
土
↑
�札

乙

―

ーー

4

札
醤
置＇ー

1
上

ー
—

—
_

-

_＿

-
＿
-
_

 

,
遥-

L

廿任
1

晶
8 111

→_

＿

-

―

―

-

H

2

-

ー
り
舟

-―

:

D

」-

――-
＿

-

「

-
：-
s

,
-

"
＿——
_

―
I

 

-，＇99,＇
こ，9,＇
9

-

三
□
芦

11

[卜
予
ー

丁

―

―

こ

＿

f

巴
且

―
� ー

ロ
｝―

1

-

＝
-

―

JI

-—
一
ー

＿

g
-国

三

—-
＿

I
-̀

〗

□
ー

—i
i
]
I
I

:|
_

，ー―

[国 ーー
[

[

-

＿

―

＿
 

一

―

―

ー ー
一
—
□

――

ーー―

-
：

――ー一 ー

-

.
o.

-

_o-
34
＿
 

5-

-

3

-o-
B

―
―
 

II 

I 
----L----- ：：― ― 

II 

ElOOm I 



／
／ 

/'l l _ .  ． 

． 

v/ 

v/ 

． 

．
 

．
 

]
 •

•
•

 /
 

[

旦
．

 
．

 4
 

．．
 

•

•

7
 

.
.

 B
 
s

 

•

..
 

V
 

.-

•
 
..

\
 

•

一

・
ー

・・

＼

＼
 

．．
 

．
 

ーー
．

 ＼
 

．

 

．

 

．
 ．
 

．
 ． 

．
 

\ \ 

ロ
\ I 

．
．

 

I \ 

． 
· 't - '(

— 

一 ．
．

 

V 

ど ·
- '( - t· 

．
 

．

 

．

 

＼
 

＼
 

[
＼

 

レ
＇

「
ー
ー
ー

＼
 

ヽ
L
 

．

 

ー
ー
ー
ー

．
 ．
 

．
 

．
 ．

 

V 

V 

'(_ ＿ '(_ - 'l - 't - '( ―, ． -. 
．

 亀

V 
V 

．
．

 

SD68 

．
 

．
 

．
 

．
 
．

 
．

 
-

．

 

／
．

 

＞
．

 
•

 

-
.

 
．

 

一

．

 

一

．
 

． 
． 

ー』• I 「
-----

V 

� ""'sB99 - -- .J�., .......... ..,わ‘‘. 

S K 1 14 

-
--- -

ー」 叶
SA8ご！三；

ー ー 一 ―_ 1 ミ函'- -ピ SB81
L -- - -

一

一--
-'l 
ー

l

- - - - --Y 
- 1 
-'{ 

・ ニ↓

〗
メ半遺構配置図

＇
 

V 

'( - '<'.'. I― '{  -'( -と

一一

ー

5

〉

3
5

 

4
 
•

(

5
 

一

2
7

.
 

4

4

6
 

＞
 D
B

4
 

5
 

s

s

 

ー
ー
1

ー
ー

4

一-

?
?ヘ
-

SK

SD102 

レク ― --

S8 122 

V 

ヽ／

t - Y - '(_ ― '( - '( -'C. —℃ 

I 

i 
と 一 '( - '( ―

3 08 

v/ 

／
 

` ‘ 、 、

\ /0 

ィ7--マ，

l ! ` I I I／一憂

v/ 

50m 

、 、 ヽ



第 2 章 発 見 遺 構

第 1 節 建 物 跡

S 8 104 （第4 図 第3 · 4図版）

N 区 J R ~ l( A - 70 · 71 グ リ ッ ド よ り 検出 さ れ た 東西 2 間 ， 南北 3 間の総柱の掘立柱建物跡で

あ る 。 こ の建物は建替 え が行 な わ れ て お り ， A （旧） ． B （ 新） の 2 期 に 分け る こ と ができ る 。 A

期の掘り 方は 一辺l m ~ l . 3 111 の 方形 又 は 長 方 形 を 呈 し ， ロ ー ム 粒子 を 含 む や や し ま り の悪 い 暗茶

褐色 土 が埋め ら れ て お り ， 柱痕 は B 期の柱穴の掘 り 方 に 切 ら れ て 残 っ て な い 。 こ れ は B 期 の柱穴
の掘 り 方が大 き く 重複 し て い る た めで， 柱位 置 は B 期の ほ ぼ同 じ と 考 え ら れ る 。

S B 104 B の柱穴は S B 104 A の柱穴 を 切 っ て お り ， 北妻中央 と そ の南の柱穴 を 除 く 全 て がA 期

の柱穴 に 納ま る よ う な 形で切 っ て お り ， 一辺60cm ~ 1 .  l 111 の 不 整 方 形 を 呈 し ， 黒褐色の軟質土 が

ID 
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埋められている。 柱痕は 東側柱の南から 2 番目を除いて径25cm ~40cmのものが全てに見られる。

柱間隔は 柱痕の中心で梁行が南妻で東から2 m +2 . 4 m , 次が約2.l rn +2 .3rn , 次が2.1 rn +2.3111, 

北妻が2 .1 5rn +2 . 4 rn となり， 柱痕の端まで加えて考えると 7 尺 5 寸 (2 .25 111 ) 等間と考えられる。

桁方向は 東側柱が南より約l.8 111 十約2 .9 111 +1 . 75111 , 中央列でl .8 rn +2 .9 rn + l.75rn , 西側柱列

でl . 7m +3m +l . 7 m となっ ている。 この柱痕の位醤にはややばらつきがあり， 中央が10尺とすれ

ば両側は 5 尺 5 寸が一番落着きがよいようである。

この建物は桁 行の中央の柱間が広 く ， 建物前面では 大溝が切れ土橋状になっ ており， この溝に

沿っ た一本柱列も取り着いており， 桁行 5 尺 5 寸 十10尺十 5 尺 5 寸 ， 梁行 7 尺 5 寸 等間の八脚門

と考えられ， 桁行方向がN-3° - E となっ ている。 時期は S 8104 A の埋 土 から回 転 ヘ ラ 削 り再

調整のある内黒土師器の杯破片が出土している ので9 世紀以降と考 え られる。

S B 105建物跡 （ 第5 図 第5 · 8 · 9 図版）

J S ~14 8-62~65グリ ソ ドより検出された東西棟である。 身 舎西妻 2間， 北側柱列 4間分，

南入側柱列 4間分， 南廂柱列 4間分を検出した。 東妻柱列は 農道の下になっ ているため調査でき

なかっ たが 5間X 2間の身 舎に南廂を付けた建物と見られる。 身 舎の柱穴は120cm X8 0cm 前後の

長方形， 廂のそれは 一辺8 0cm 前後の略方形を呈する。 壁は 垂直に掘り込まれている。 柱は直径20

cm 前後の丸柱である。 南廂柱列で柱痕跡の心 ・ 心で西より3.0rn , 2 .55 111 , 2 .2 111 、 2 . 55m を測り， 柱

間は10尺， 8 尺， 7尺，8 尺(+10尺 ？）で計画されている可能性が強い。 建物方向はN-83. 5°-Wである。

本建物跡は S B 120, S B 112, S B ll l と重複しており， 切り合い関係からこれらの中で最も新し

いものと判断される。

S B 111建物跡 （第 5 図 第5 · 8 · 9 図版）

J T ~  K 8 59 ~66グリッ ドより検出された長大な東西棟で， 梁行2間， 桁 行9 間以上である。

柱穴は 一辺1.2 111 前後の略方形を呈し， 壁は や や斜めに掘．り込まれている。 柱は直径25cm 前後の丸

柱である。 柱痕跡は約半数 の柱穴で検出されたにす ぎず， 柱間寸法は 検討できなかっ た。 建物方

向はN-8 6 .5° - Wである。 本建物跡は S B 120, S B 112 , S B 105, S D 109 と重複しており， 切

り合い関係からS B 120, S B 112より新し く ， S 8 1 05 ,  S D109 より古いものと判断される。

S 8112建物跡 （第6 図 第5 · 8 · 9 図版）

J T ~ Iく B -64~65グリッ ドで検出した東西3 間 南北 2間以上の掘立柱建物跡で， 南北軸は

N-3 .5° - E 方向を示す。 S B 120 を切り， S B  111に切られているので こ の両建物の中間的時

期に位置する。 柱穴の掘り方は 一辺0.7~1.55 111 の長 方形 を 呈 し， 柱痕は32~42cmの円形状を示

している。

柱間は ， 南妻で東より2 .2+2 .1+2.1 111 , 平均2 . 1 111 であり， 東西の両柱列のそれも 2.1 111 と考

えられる こ とより， この建物跡は 7 尺等間のものであるといえよう。

S B 120建物跡 （第6 図 第5 · 8 · 9 図版）

J T ~ K  B -62~64グリッ ドより検出された東西13間， 南北 1間の掘立柱建物跡であり， 南北

軸は， N-3° - E 方向を示している。 S B 112 建物跡に切られており， これに 先行するものと考

えられる。 東妻は未調査であるが， こ れ以東には 本建物に対応する掘り方がないので3間X l間

- 8 -
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の東西棟とした。 柱穴の掘り方は 一辺0 . 96-l.35 m ほどの方形 を 呈し， 柱痕は20-32cmの円形状

であり南柱列には すべて存在する。

柱間は ， 南柱列で2. 4+2 . 4 rn を 計り， 西妻のそれは2 . 45 m と推定され， 全1本としては 8 尺 等間

の建物跡と考えられ る。

第2節 一 本 柱 列

S D l06 （第4 図 第3 · 4 · 6 · 7図版）
J R -K A -70 · 71 グ リッ ドより検出された南北に走る一本柱列で， 3回の建替えがありA~

D の 4時期がある。 S Al06Aはl m X l.3-l. 4 m の南北に長 い 柱穴でロ ー ム ブロッ ク と ロ ー ム ブ

ロッ ク 混り黒色土が交互に埋められている。 Bは 東西に長 い 柱穴が見られ ， ロ ー ム 粒混り黒褐色

土のみが， 上部には ロ ー ム プロッ ク 混り土が埋められている。 C · Dはそれ ぞれS D l04A · Bに

対応する埋土である。

これらの 4 時期のうちA · B期は 一本柱列のみのもので， 柱間隔はAは 柱穴中心で2 m -2 .2 m

である。 Bは残存が悪 く 不明であるがAに近いものであろう。 ともか < S Al06A · Bは S B 104 

以前の時期は 閉 じ た一本柱列だっ たと考えられる。 この一本柱列は51年度調査のS 847 · 48 の延

長上にあり， 方位は N-3 .5° - E を 示 して い る。

1 B E-
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S A lOO （第12図）

J Q · J R -83 グ リ ッ ド よ り 検出 さ れ た 一本柱列 ら し い柱穴列で，

柱穴は約40cm X60cm の 不整方形で， 抜 き 穴 を伴 な っ て い る 。 第8 次

で一部検出 し ， 切 り 合 い と し た の は こ の抜穴であ る 。 柱間隔は 6 尺

か 7 尺であ ろ う 。

S A l21 （第7 図 ）

J R ~ K A -68 グ リ ッ ド よ り 検出 さ れ た 一本柱列跡で， 柱穴 は 東

西50cm-70cm， 南北80cm - l .2 m の長方形 を 呈 し て お り ， 柱間隔は南

よ り 柱痕の中心で2 . 7 m  +2. 7 111 +2 . 65 m 十約2.7 m と な り 9尺間 と 考

え ら れ る 。 方位 は N -3° - Eで S 8 120 と 同 方位 を取っ て い る 。 一部

で S B 111の柱穴 と 接 し て い る が， 切合い は 不明であ る 。

S A l22 （第10図）

J J · J K -57 グ リ ッ ド よ り 検出 さ れ た 南北 に 並ぶ 3 個 の掘立柱

柱穴であ る 。 1 . 1m の方形 又 は 円形の柱穴で， 3 個 と も 柱痕は 見 ら れ

る 。 柱間隔は南 よ り 2. l m +2 mであ り 7 尺間 と 考 え ら れ る 。 方位 は

N -12 . 5° - Eであ る が， 東 に延 びて 建物 に な る か も 知 れ な い 。

第 3 節 溝 跡
S D101 （ 第7 · 8図 第6 図版）

K A -69 · 70 グ リ ッ ド よ り 検出 さ れ た 大溝跡で， S A l06 の 東側

に 沿 っ た溝跡であ る 。 南端 は S 8 104北妻の 東柱 の 近 く で終 っ て お

り S D 125 と の 間 ( S B 104の正面） は 土橋状 に な っ て い る 。

溝上半部の東半分， 及 び西壁の一部は耕作 (R.-1) 及 び後世の掘

I W52 

N 120 

N l l5 

W52 I 
0 2m 

1 ,  1 9 ,  1 . I 

第7 図 S A l21 

り 込み (R.-2) に よ り 攪乱 を 受 け 正確 な 上幅 は 不明であ る が上幅約l .8 m -2 m , 下幅95cm -65cm,

深 さ 1 .3 m を 測 る 「 U 」 形 の溝であ る 。 底面近 く に 若干残 り 東壁及 び西壁 に 一部 く い込んだ形 に な

っ て い る e- 7 は古い 時期の溝の痕跡であ ろ う 。

S D103 （ 第7 · 8図 第6 図版）

K A -71 グ リ ッ ド よ り 検出 さ れ た 大溝跡で， S A 106の西側 に沿っ た溝跡であ る 。 南端 は S B 104

北妻の西柱の近 く で終 っ て お り S D124 と の間 は 開 い て い る 。 西壁の部分 は グリ ッ ド外で不明であ

る が， 東側 はe- 7 の上で段 が付 い た よ う な 形 を 呈 し て い る 。 こ れ は古 い溝 S D103 a が埋 り 切 ら

な い 時点で€ー 7 の上 か ら 新 し い S D 103bを 掘 り 込 ん だ た め こ の よ う な 形 に な っ た も の と 考 え ら れ

る 。 上幅 は 不明であ る が約2 . 5 m , e- 7 の上面では1 . 5 m ~ l .6 m , 深 さ 1.5 m を 測 る。 堆積は 自 然

堆積で， あ る 時点では溝が滞水 し て い た ら し い鉄分 を 含 む粘土質土 ・ 砂質土が€ー3~5 に 見 ら れ

る 。 €ー3 · 4 は砂質土 が多 < , e- 5 は粘性が強 い のでe- 4 と e- 5 の 間で大 き く 上層 ・ 下層 に 分

け遺物は取 り 上 げ た 。

S D108 （第7 · 8図）

J R -71 グ リ ッ ド よ り 検出 さ れ た 大溝跡で， S A 106の西側 に 沿 っ て い る 。 西壁の部分 は グ リ ッ
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lw6o 

e-1 

lw60 
3

 

e-1 耕 作 土 茶褐色， 軟質（サ ラ サ ラ ）
e-2 茶 褐 色 土 木炭 ロ ー ム 粒 を 含 む ， やや軟質
e-3 黄茶褐色士 ロ ー ム 粒子 が 多 い ，

ケ

e-4 II音茶褐色土 黄色 黒色プロ ソ グ を 含 む
やや硬質

e-5 '， 黒色プロ j ク 少 な い
e-6 黄 褐 色 土 ロー ムプロ j ク を 含 む， 硬 腐
e-7 暗 褐 色 土 黒色プロ ノ ク を 含 む

N ! 17 

2
 

I W65 
4
 

゜
e-la • lb 
e-2 
e-3a ·3b 
e-3c 糾

4 m  e-4a ·46 

一 e-4b 
( 1 . 2縮尺） e-4c 

茶 褐 色 土 軟礼 lb は 木 炭 を 含 む
黄茶褐色土 ロ ー ム • 木炭 粒 を 多 く 含む
灰 褐 色 土 灰 ・ 木炭 を 含 む， 3alかやや暗い

.， 3c Iま砂分． 3d は鉄分が強い
茶 褐 色 土 t-2 と 同 tt, a ' はローム プロ ノ． 

ク を 含 む
茶 褐 色 土 灰 ・ 木炭 ・ ロ ー ム ・ 鉄分 を 含 む
赤茶褐色土 砂分・酸化鉄分 強 し

e-5a •5c 暗灰褐色土 木炭粒 多 し ， 5c ぱ鉄分 強 し
e-5b 茶 色 土 軟質 ( 7 ワ フ ワ ）
e-5d ·5e 暗灰褐色土， 5a よ り 粘性·砂分 多 い
e-6• 黄色 ロ ー ム プロ J ク 混 り 黒褐色土
e-6b 崩 れ ロ ー ム プロ ソ ク
e-7 灰茶渇色土 ロ ー ム 粒 を 含 む ， やや軟質

e-1 

e-1 

e-16 、li
e-1 耕 作 土
e-2 暗褐色土 ロ ー ム 粒 を 含むa · b · c と 粒

が大 き く な る
t••3 ，， ロ ー ム プロ J ク ・ 砂 分 を 含 む

C がロ ー ム プロ ソ ク が最 も 多 い
e-4 '， 黒色土プロ ・J グ を 含む
e-5 ，， ロ ー ム 粒子 を 含 む
e-6 灰褐色土

6
 

e-7 黒 色 土 ロ ー ム 粒子 を 含 む
e-8 黒 色 土 ロ ー ム プロ J ク を 含 む， b ぱ

プロ ッ ク が 多 い
e-9 暗褐色土 ロ ー ム 粒 子 を 含 む
e-10 黒 色 土
e-11 暗灰褐色土
e-12 暗褐色土

か• 12

゜

e-1 耕 作 土
e-2 暗茶褐色土 ロ ー ム 粒子 を 含 む． b は 黄，

c は灰 色 が か る
e-3 暗黄褐色土 小ロ ー ム プロ ソ ク を 含 む
e-4 く す んだ暗黄褐色土
t-5 ，， 木炭・焼土 を 含 む， 硬 質
e-6 ，' 口 ー ム プロ J ク を 含 む
e-7 黒褐色土 ロ ー ム 粒 を 含 む
e-8 暗黄色土
e-9 く す んだ暗褐色土
e-10 黒褐色土 鉄 分 を 含 む

2m e-ii 暗茶褐色土 ロ ー ム 粒子 を 含 む
e-12 黄褐色土 白色粘土プロ ソ ク を 含 む
e-13 く す ん だ暗褐色土

(3~6縮尺）

第 8 図 1 S D lOl · S D 103 2 S D 1 24 · S D 1 25 3 S D lOl セ ク シ ョ ン
4 S D 103 セ ク シ ョ ン 5 S D 1 25 セ ク シ ョ ン 6 S D 1 24 セ ク シ ョ ン
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ド外 だ っ た た め 上幅， 底幅 は 不 明 で あ る が S D l 03 に 近 い も の と 推定 さ れ る 。 東壁に は段があ り ，

S D l 03 と 同 じ よ う に 古 い 溝 S D108 a が埋ま り 切 る 前に e - 1 3 の 上 か ら 新 し い S D - 108 を 掘 り 込 ん

だ よ の と 考 え ら れ る 。 深 さ は 1 . 5 Ill を 測 り ， 堆積は 自 然堆積 と 考 え ら れ る が， e- 8 と e-9の 間 に

堆積の停滞 が あ っ た ら し い 。

S D l 07 （ 第7 · 8図）

J R -69~70 グ リ ッ ド に か け て 検出 さ れ た 大溝跡 で S A l06 の 東側 に 沿 っ て お り ， S D lOl同様

S B 1 04 の 前 面 は と 切 れ て い る 。 こ の溝 も 2 時期 あ り 古 い溝 s D 1 07 a (e- 1 2) を切 っ て新 し い S

D l07 b が掘 り 込 ま れ て い る 。 S D l 07 b は 上幅1 . 8 m ~2 m ， 底幅1 . 1 Ill , 深 さ 1 . 2 m を 測 る 。 堆積

はe-3~e- 1 1 ま で は 自 然堆積 と 考 え ら れ る 。 な おe-2 b は 古 い ピ ッ ト の 覆 土 で あ る 。

S D l09 （ 第 5 図 第 8 · 9 図版）

K B -60~64 グ リ ッ ド よ り 検出 さ れ た 溝跡 で， 上半部 は 後 世 の フ ワ フ ワ の 覆士 を 有 す る 溝状の

掘 り 込 み に切 ら れ 上幅 は 不 明 で あ る が底幅 は K B -60 グ リ ッ ド で90cm を 測 る 。 こ の溝は S B 1 1 1 ・

1 20 を 切 っ て い る の で 少 な く と も こ の 検 出 面 も し く は そ の 上 か ら 掘 り 込 ま れ て い る の で深 さ は 1. 2 

m 近 く は あ っ た と 考 え ら れ る 。 溝中 か ら は 9 世紀頃 と 考 え ら れ る 土師 器 が 多 く 出土 し ， 杯 に は ，
「 白 」 「厨」 （ 第20図） な どの 墨 書 が あ る も の が あ る 。

溝の上の軟質 の 覆 土 を 有 す る 溝状掘 り 込 み (e-l ~e-8) は ， こ れ を 除去 し た段階 で建物跡 を

検出 す る こ と がで き る の で， こ れ ら 遺構群 よ り は 新 し い も の と 考 え ら れ る 。

L - 1  

e-1 

し ー1 茶褐色土 軟質， 耕作土
L -2 黒褐色土 やや軟質 （上面で遺構 を検出）
e- I 暗褐色土
€- 2 黒褐色土 ｝ 軟質後世の掘 り 込みの埋土
e- 3 暗黄褐色土 軟質， 木炭粒 を 含 む
e- 4 黒 色 土 ロ ー ム粒子 を 若干含む ， 軟質
e- 5 黒褐色土 ロ ー ム小プロ ッ ク を 含む ， やや軟質
e-6 a 黒茶褐色土 木炭 ・ 焼土 を 含 む， 軟質
€-6 b ，， 木炭分が多い
e-7 a ，， ロ ー ム小プロ ッ ク を 含む ， 木炭分 多 し
e-7 b ，， やや黄色がか る ， ロ ー ム 粒 を 含 む
€-8 a 暗黄褐色土 ロ ー ム プロ ッ ク 間に黒褐色士 を含む
e-8 b ，' やや黒味を帯ぴる
e-g ，， 小ロ ー ム プロ ッ ク に若干の黒褐色土が混 る

S D109 

゜ 2 m  

第 9 図 S D 1 09付近 セ ク シ ョ ン ( K A ~ K B - 60 グ リ ッ ド西壁）
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S D102 · 118 （第10図 第10 · 11図版）

南北に長い第2トレ ン チ からは 多数 の

ピットと共に 2条の溝跡 (S D102 · 118 ) 

が検出されている。 2条は ほぼ平行しな

がら南北方向に走り， さらに調査区外へ

と伸 びている。 幅はS D102が上端で1. 4

~1.7 m ,  S D118 が1.8 ~2.3m , 底面幅

は 各 3々0~50cm, 20~50cm, 深さ約1.7m 

と規模的にほぼ等しい。 また， 断面形は

共に箱薬研形を呈する。 覆土は 自 然堆積

を 呈し， 4 層 ～ 5 層 に大 別 される。 各層

には いずれもロ ー ム 粒， ロ ー ム ブ ロ ッ ク

の混入がみとめられる。 出土遺物は極め

て少なく， S D102の覆土中から常滑系

の陶 器が 1 点， また上層 からは 馬歯が数

点出土してい る。 S D1 08 · 112の両者は

規模 断面形， 堆積l犬況， 走行方向など

に共 通点がみられ， 同時に機能していた

可能性をもっ ている。

D＿
 

--＼ r
-

第 4節 土 拡

S KllO （第10図 第ll図版）

J R -60グリ ッ ド から検出されたピッ

ト で， 2 . 7 m  Xl.9 m の南北に長い不整方

形のプラ ン を有 し， 深さは 約20cmである。

覆土は 黒褐色のやや軟質土で， 中からほ � Q 
ぼ完形の長頸壺 （ 第21図） が 1 点出土し

ている。

S Kll3 · 114 · 116 （第5 図）

J T ~ K  B -59 . 60 グリッドより検出

された径2 .5 m -3.5 m の不正形のピッ ト

で， S K113は S B 111 を， S K1 14はSK

116を， S Kll4 · 116はS D1 09 の上の軟

質土の掘り込みを切っており， 新しい時期

の ピッ ト と考えられる。 性格は 不明。

S Kll9 · 121 （第10図）

調査区の南端には溝跡と並びS K119 ・

D' 

゜25
 

ー

W。3
 

ー

W

N 1 10 

A-

_
B
 

L-1 茶褐色土
耕作土e -I II芹茶褐色土ロ ー ム粒を含むe -2 黒褐色土

e -3 • 
ロ ー ム プロ ソ ク

百 を含む

畜5

a

e-Ja 黒色土 ， ロ ー ム
粒千を若干含む

€-lb • ロ ー ム
粒千が多い

e-lc ，， 大粒の＿ ロ ー ム粒子を含む e-2. 黒茶褐色土 ， ローム
_， プロ ッ ク を含む.c e-2 ，， ロ ー ム C' e-zb ·· - ;  プロ ッ ク混 り やや黄色がか るe-2c ,' ロ ー ム

プロ ッ ク 多 し
応n-1瓜 e-3 黒色土

e-lc ( e-4a 黒茶褐色土遠 e-4b
ややぶ色がか る

臼〗二二戸二りごぎ色；

e-3 馬褐色土 ． ロ ー ム粒子
少 な い

e-4• 黒褐色土ロ ー ム プロ
ク 混 り 層e-4b ロ ー ム が多い

e-4c 明る い色を呈するe-5 黒褐色土． ロ ー ム粒子•を含む． 軟質 ． 帖性あ り

N90 

4m 

第10図 S D l02 · 118 S KllO · 119 · 121 
S Al22 
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121が検出されている。 S Kll9は不整楕円形を呈し長径2 .8 m 以上， 短径1.7 m , 深さは約1 . 5m を

測る。 壁は オ ー バ ー ハ ン グしており， 底面は平坦である。 覆土に は ロ ー ム 粒が全体的に混入し，

層序は 自 然堆積を呈す る。 遺物の出土は みられなかっ た。 S Kll9と共 に採土用の土城と考えら

れる。

S Kl l7  （第11図 第121図版）

J Q · J R-52-54グリッ ドよ

り検出された上幅3.3m , 下幅3 m ,

深さ8 0cm, 長さ 7 m 以上の溝状の

ピッ トで， 壁の一部は オ ー バ ー ハ

ングしている。 覆土は ほぼ黒一色

の軟質土で， 底面， 壁面近くに一

W5m 
A l-- -． ---- Al 

部ロ ー ム の大 ブロッ ク が見られる。

土取り穴と考えられるものである。

S Kl23 · 124 · 125 (12図）

S Kl23 · S AlOOの東側J Q -8 2 グリッ ドより検出された2.l m X 2 . 2 m のややゆがんだ円形の

第11図 S K117 
O 2m 

1 9 9 9 9 1 --I 

ピッ トで， 東壁の一部は オ ー バ ー ハングしている。 覆土は ロ ー ム 小プロッ ク を含む軟質 黄褐色土

である。

|B 
RI ‘゜ .. ,  A ＼＼ I\ A 

N114 
し』

Nll4 

ノ一＼ 

Nlll Nlll 

|B
' 

A ' 

゜ 2m 

第12図 S AlOO S K  123·124·125 
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S K 124, S K123の北 J R -8 2 グリ ッ ドより検出されたl .9 5 m X2 . 4 rn の南北に長 い楕円形の

ピソ ト で， 南壁と西壁の一部が オ ー バ ー ハ ン グして おり， 深さは42cmを測 る 。 覆土はS K l23 と

同様のものであ る がや やII音い色をして い る 。

S K125, S K 123を切て い る 62cm X65cmの円形の ヒ
゜ ノ ト で， 覆土は ロ ー ム 粒を含 む粒性あ る 軟

質茶褐色土であ る 。

第 3 章 出 土 遺 物

第 1 節 瓦 （第13~ 17 図 ）

今回の調査では 瓦は217 点出土し， そのうち軒平瓦が3 点， 平瓦153点， 丸瓦28 点， 不明33点と

なっ て い る 。

軒平瓦 （第13図）

3 点のうち 2 点は 関和久遺跡 I の分類によれば（以下瓦の分類は 「関和久遺跡 I 」 によ る ） 重

弧文紆平瓦第一煩で， 瓦 当面にロ ク ロ 引 き重弧文を有する ものであ る 。 他の 1 点も顎の部分の調

整からして同じものと考えられ る 。 このうち 1 点 （第13図 2 ) は S D 102より出土して い る 。

平 瓦 （第14~ 16図）

153点のうち第I 類が18 点， 第 II 類が11 点， 第III 類が38 点， 第V 類が47 点， 第VI 類が2 1 点， 第

Vll 類が16点となっ て い る 。

遺構別では S D109 が第I 類 1 点， 第3 類 4 点， 第6 類 4 点， 第珊 類 1 点， S D 1 02 が第1 類 1

点， 第N 類 4 点， S D101が第III 類 2 点， S D103が第III 類 2 点， 第VI 類 1 点， 第VlI 類 1 点と溝か

ら 多く出土して い る 。 建物跡ではS B 104の柱穴で第III 類 1 点， S B 1 05の柱穴で第
V
I 類が 1 点出

土 し て い る 。 一本柱列では S A l06 C より第III 類が 1 点， S A l06 D より第7 類が 1 点出土して お

り， 建物， 一本柱列からは あまり多 く は な い。

丸瓦 （第17 図）

丸瓦は28 点出土して おり， 遺構からは S D 1 09 から8 点， S D103から 5 点， S B 1 05から1 点出

土して い る 。 こ れらは 全て破片であり全体の形を知り得る ものは な かっ たが， 行基葺きと考えら

れ る ものの破 片 が 2 点（第17 図1 · 2) S D 109 より出土して い る 。

第 2節 土 師 器 （第18 ~22図 第13~ 15図版）

出土遺物で一番量の 多 い のは 土師器であっ た。 甕は ロ ク ロ 調整のものと， ロ ク ロ を用い な いも

のが混っ て い る が， 杯 は ほとん どがロ ク ロ 調整で， ロ ク ロ を用いな いものは 表土から若干出土と，

S D 103より 1 片 出土したのみであっ た。

S B 104 B建物の柱穴からは ロ ク ロ 土師 器杯 1 煩 ・ 2 類， 須恵系土器らしきものの破片が出土し

て い る が， 実測で ぎ る ものは な かっ た。

S A l06 D からは ロ ク ロ 土師器杯1類， S A l 06 C からは国分寺下 層 式らしい破片が 1 点づつ出土

し て い る が， 小 片のため実測は できな かっ た。

S D 1 01からは ロ ク ロ 土師 器杯 1 類 · 2 類 • 5b 類が出土して おり 「®」 ( 2 類）（ 第18 図 1 ) ， 「文」
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(5b 類） （ 第18 図 3 ) の墨書がある。

S D 103は土器が多く出土し， 杯は 国分寺下層 式の破片・ロ ク ロ土師器杯 l 類・ 2 類・3c 類 • 5b

類と種 類も多く， 1 煩では小形（第18 図 5 ) のものもある。 墨書は 「馬菜（？）家」 （ 第18 図 4 ) ' 「 白」

（第18 図6 · 7) , 「古」 （第18 図8 ) ' 「厨」 （第18 図 9 ) ' 「白」 「守」 の習書のあるもの（第18 図10) が出

土している。

S D 107からは ロ ク ロ土師器杯 1 類・ 2類 • 5b類・黒色・表面 ミ ガキ の耳皿が出土している。

底部に 「立」 の墨書のあるもの( 2 頷） （第18 図12) が出土している。

S D109 上面では ロ ク ロ 土師器杯 1 類 （第19 図 1 ) · 2 類（第19 図 2 ) · 5b類 （第19 図 3 ) , S D  

109 では 1 類 （ 第19 図 6 ~11 • 第20図 1 ~ 3 ) ． 2 類が多量に出土している。 墨 書は 「白」 （第19 図 1

·9 第20図2 · 3) , 「厨」 （第20図 1 ) ' 「水流」 （第19 図10) , 「八十」 （第19 図11) ' 「杢」 （ 第19 図 4 ) が

出土している。

甕は 良 好なものは ないがS K113からは 器形を知 り 得るものが出土している。 ロ ク ロ 調整で， 内

面は ミ ガキ と内黒で， f本部下端にも ミ ガキ が見られる。

表土からは 「屋 代」（第22図 1 ) ' 「在＝椛 ？ 」 の破片のある墨書の杯が出土している。

第 3節 須恵器 ・ そ の他 （第20 · 21図）

遺構出土の須恵器で器形の判 明したものは SB105 , SDlOl ・ 109 上面， SKllOのもののみである。

S 8 105 の柱穴埋土出土の杯 （第21図 1 ) は回転ヘ ラ 切りの底の小さなもので5a 類である。 イ本部

に 「白 ？ 」 の墨書がある。

S D101出土の杯 （第21図 2 ) は 底面に手持ちヘ ラ 削り再調整のある 2 類で焼成は 良 好である。

S D 109 からは 回転ヘ ラ 削 りのある底面の大きな 1 類の杯（第21図 3 ) ， 長頸壺の頚部（第21図4)

が出土している。

S KllOからは ， ほぼ 1 個分の長頸壺 （ 第21図 5 ) が出土しており， 俣卵形の体部， 細い頸 を

有し， 頸部とイ本部の間に痕跡的 リ ング状の高 ま りがある。 これに伴なっ て内黒のロ ク ロ 土師器杯

1 類の破片が出土している。

表土出土で器形の知り得たものは返りのある蓋 （ 第21図 7 ) , 5b類の杯で底径の小さいもの（第

20図8 ) ， 底径の大きいもの （第20図9 ) がある。 その他に灰 釉 陶器（第21図 6 ) ， 緑釉陶器の破

片な どがある。

硯 （ 第20図 5 • 6 )  

円面硯の脚部破片がS B 105 とS 0103で出土している。

S B105出土のもの（第20図 5 ) は 推定で底部18 cm , 上面14cm,

高さ8 cmの比較的小形のもので， 脚のス カ シ は長方形のものが 4

個 所にあると考えられる。

も い
第22図 1 · 2 表土出土

1 · 2 土師器杯片

S 0103出土のもの （ 第20図5 ) は 大形のもので推定で底径25cm. , 高さ14cm 以上あり， 脚部には

4 個所の長方形の ス カ シ と縦方向のス リソト状の沈線がある。 内側には 墨の付着した跡がある。
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第4章 考

第 1 節 遺 構

察

本年度の発掘で検出された遺構は 第2章で述べたように掘立建物跡5, 一本桂柵列4， 遺跡7, 土横

10である。

掘立建物跡S 8 104は 桁 行 3間6. 4 m (21尺） ， 梁行 2間4. 54m (15尺） の東面した八脚門で‘， そ

の桂間は 桁行は5. 5+ 10+5. 5尺， 梁行は7. 5+7. 5尺であっ たと思われる。 八脚門は 古代の地方官

街， 寺院には もっ とも多 く 見られる門で， 東北でも陸奥国府である多賀城， 平 安時代の出羽国府

と見られて いる城輪柵跡をはじめとし て ， 胆沢城跡， 徳丹城跡， 志波城跡に擬定されて いる盛岡

市太田方八 丁遺跡， 陵奥国加美郡家跡かと思われる宮城県中新田町の城生柵跡， 多賀城廃寺跡，

陸奥国分寺跡などにその例があるが， 関和久遺跡で八脚門跡が発見されたのは 9 年間の発掘を通

じて 今回が最初である。 この門はその妻の中央 の 柱 に とり付いている柵列SA 106の南への延長が

約33 m のところで西に折れてS A83となり， 西側を南北に走るS A lOOとともに中にある建物群を

囲 んでいるところから， この建物群中でもっ とも大 きいS 89 1 , あるいは S 890を盟主とする建

物群のある一区画（院） の東門であろう。 しかも注意すべきことは この区域の南門S 88 1より大 き

いことである。 昨年発見された南門S 88 1 は 桁行 1間3 m ( 10尺） ， 奥行 2間3 . 6 m ( 12尺） の小

さい門にす ぎなかっ た。 東門がもっ とも大きいということは ， これがこの院の正門であっ たこと

を意味する。

しかしこの門は 最初から柵列S A l06に伴っていたものではな く ， 第2 章第2 節に述べ て あるよ

うにS A l06 C の時に出 来たものである。 その時期は この門の一番古い掘り方から回転ヘ ラ 削り，

再調整のある内黒の土師器が出ていることから9 世紀以後と考えられる。 これに対して 柵列S A

106 A · Bはその掘り方からは 国分寺下 層 式の土師器破片が出て いるから8 世紀にi朔るものである。

このように8 世紀には 東門は な く ， ここに柵が通っ て いたとすれば， この院への出入は どこから

したであろうか。 院の南側の柵には 四脚門S 88 1 があるが， この門は いまのところその出土土器

から10世紀以降のものと考えられるから， それ以前は S 88 1 に近い位翫に柵列S A83に控柱のな

い幅10尺の柵門があっ て ， そこが出入 口 であっ たと考えられるのである。 柵列106と平行して東側

に存在する遺跡S DlOl ・ 107 , 西側に存在するS D l03· 103は 八脚門の前後は と ぎれて 通行可能に

なっ て いる。 おそら く この溝は S 8 104がつ く られた時に掘られたものであろう。

S 8 104以外の本年発掘された建物は すべ て S 8 104の東にあり， すべ て 重複して いて時期を異

にして 存在したものであることが明らかである。 その新旧の順序が， SB 1 20→SB 1 1 1 →SB1 1 2  

→S B 105であることは 前章第2 節に述べられている。 その中で注目すべきものはS B 1 1 1とS B

105である。

S B 1 1 1 は桁行9間約29 m (9 5尺） ， 梁間2間4.88 m (16尺） の細長い東西棟で， 屋根は切妻であっ た

ろう。 このように梁行が2間で， 桁 行が9間を越える長大 な建物で， しかも内部の棟通りの柱跡を

欠いて いるものは ， 平城宮内裏外郭の官街地区にあるS 8 540（桁行18間， 52.33 m ， 梁行2間5.88 m ,

東西棟） を最大 として ， 下野国府 東 ・ 西脇殿（桁行13間44 .8 m ， 梁行2間4 .8 m ， 南北棟） ， 平城宮 内 大

膳職跡のS 8 143（桁行13間39 .39 , 梁行2間6. 06 m , 東西棟） 内裏北裏官術地区のS 8 58 5（桁行13間
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38.35 m ， 梁行2間5.9 m , 南北棟） ， 伯者国府東・西脇殿（桁行1 3間37.05 m ， 梁行2間6 . 06 m ， 東西棟） ，

美作国久米郡家跡と さ れて いる岡山県久米郡宮尾遺跡の建物 I（桁行12間約27m ， 梁行2間約3 .8 m,

東西棟） ， 同国勝田郡家跡と推定されて いる岡 山県勝田郡勝間田遺跡の建物1（東西棟） ， III , N 建

物（桁行9間約20m , 梁 行2間約5 m , 南北棟） ， 筑後国御原郡家跡とされて いる福 岡 県 小 郡 市 小

郡遺跡の8 07·8 08 建物（桁行9間23. 4 m , 梁行2間5. 2 m , 東南向） な どが知られて おり， 東北でも

関和久の他に本年発掘され， 玉造柵跡と推定されて いる宮城県古川 市の名 生館遺跡のS 805 （桁

行9間20.5 m 以上， 梁行2間3 .6 m , 南北棟） がある。 多 く は 国府 ， 郡家な ど地方官街遺跡 の中枢

部に位置する建物跡である。 『上野国交替実録帳』 の新 田郡の郡庁のところに 「西長屋」 ， 「南長屋」

とあるのは このよう な 細長い建物を指したものであっ たかも知れな い。

S B 105 は 東妻の柱穴が農道の下になっ て いるらし く ， その位置の確認は できな かっ たが， 農道

以東には は み出 て はい な いから桁行5間約13 m (43尺） ， 梁行 3間8 .5 m (28 尺） 南廂付 ぐ らいの建

物と見 て よいであろう。 関和久で廂付の建物跡が発見されたのもこれがは じ めて である。 5間2

間の身舎に片 廂のついた建物跡は 平城宮大膳職跡のS 8285 (13.37 m X9. 50 m , 南北棟） ， S 841 3  

(11 .88 m X8 .52 m , 東西棟） な どに見られるところであるが， 地方官街では多賀城でもっ とも重

要 な 建物である政庁政殿は 第Il 期 (8 世紀後半， 78 0 A · D 以前） 以後は 7間 4間の礎石建物に改

っ て いるが， 第1 期には桁行5間19.3 m , 梁行2間5 .9 m の身舎に幅3.25 m の庇がついた掘立建

物であっ た。 郡家で駿河 国志太郡家跡であることが間違い な い静岡県藤枝市御子 ヶ 谷遺跡中での

最大 面積をもつ建物であり， しかも柵列によっ て 囲まれて い て ， 郡家において もっ とも重要 な 建

物すな わち郡庁であっ たと思われるS 820が5間8 .95 m , 3間6 . 75 m 南廂付の建物である。 これ

で見ると5間 3間片廂付というものも地方官街では 格の高い建物であっ たらしい。

時期を異にするとは いえ， 関和久でいままで発見されたもののうち最大 のS B 111および准一の

南廂付の建物S B 105がこの地区にあることはこの地域に関和久遺跡， すなわち白河郡家で重要 な 位

謹を占 める庁舎のあったことを示している。 この附近から白河郡を意味するものと思われる「 白」の

墨書のある土師 器が多量に出土することもこの附近が白河郡家の中枢であったことを示している。

昨年度の概報では 関和久遺跡の南北中軸線上に南門をもつ柵列によっ て 取囲まれた建物S 89 1· 9 0  

な どをもっ て郡の政治を行 なった郡庁跡である可能性あるものとしたが， 本年度の発掘によっ て

S 891 ·9 0より大きいS 8111および関和 久遺跡において 唯一の南廂付建物が検出されたことによって，

こちらの方が郡庁跡である可能性が強 く なった。 S 891 · 9 0 な どのある一画（院） の東門S 81 04がJ\Jl却

門で南門よりも大きいことも東側からの出入が重んぜられたためと解するならば， その門の東に位渥 す

る大 きな 建物こそ郡庁の建物たるに適わしい。 S B105は 今年度発掘地域内のもっとも新しい建物で

あるが， その時期は八脚門S B104Aのつく られた時期とほぼ同じであることが出土器によって知られる。

S B 105の西側を南北に走る柵列S A121は 柱間2 . 7 m ( 9 尺） 等間隔の1 本柱列であるが， 南北

端がまだ発掘されて い な いので， 単 な る 目 隠塀的な ものか， あるいは 柵列S A1 06にほぼ平行し，

南北において 東に折れて ， S B1 05 ·111 な どの建物を囲 んだ柵であっ たのかまだ判明していないし，

切合がな いのでまだ時代も不明である。 将米の発掘によっ て ， これが東北に折れまがっ て い て S

8105 な どを囲 む柵の一部である事が判れば， 柵によっ て 囲まれた区域を集解儀制令五行 條に郡

院とあるものに比定することが出来よう。
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第 2節 出 土 遺 物

瓦 今年の調査で比較的まとまっ た鼠があるのは 平瓦のみ であるが， その試を見ると川 類とV

煩とで153点中8 5点と半分以上 を 占 める点は 昨年の第8次の地点と同じ傾 向を示すが， 平瓦のみで

も昨年の約2. 5倍， 総量で約2. 7倍と面積に較べ多くなっ て い る。

また総量217点中約130 点が第1トレンチとその付近から出土して おり， 建物の巣中地点に 比較

的瓦が多く分布 し て い ると考えて さ し つかえない であろ う 。

焼け瓦は 川 • V • W 類に多 く 見 られるが， これは出士量に関係があると思われる。

土器類 今年度調宜地区からは土師器， 須恵器， 灰釉陶器， 緑釉陶監， 須恵系土器ら し きもの

が出土して いる。 鼠的には土師器が多く， 須恵器がそれに次 ぎ， その他は ほんの少鼠である。

土師器で器形が判明 し たのは ほとん どが杯で， これらは 大 部分が内黒 ・ ロ ク ロ 調整で， 表杉入

式のもので平安時代に 属するものである。 それに一部で国分寺下層 式が見 ら れる程度である。

遺構出土の土師器は 主に S D101 · 103 · 107 · 109 と溝に多く見られ， し かも杯が多い 。 こ れら

を 技法別に見ると S D lOlでは1 · 2 · 56類， S D l03では1 · 2 · 3c · 56類， S D l07では1 · 2 · 56 

訊 S D l09 上面では1 · 2 · 56 栢， S D l09 では1 · 2煩がある。 し かもこれらの う ち l 頬が多く，

2 類 がそれに次 ぎ， 3c · 56類はかなり少なくなっ て い る。 こ の土 器の う ち， l 類， 及び 2 類の 一

部の組合せは 9 世紀前半頃の時期と考えられるものであり（ 註 1 ) , 3c 類もこの時期に伴なう可能

性が強い ものである。 また56類は10世紀頃のものと考えられるので， こ れらの溝は 9 世紀から10

世紀 に かけて 役目 を は た し ていたものと考えられる。

したがっ て S D l09 に切られたS B111 · 112 · 120建物跡は 8 世紀代のものといえよ う 。

また S D 101 · 103 · 107は S B104 のに伴な う ものであり， 出土土師器からも9 世紀から10世紀

頃の門といえる。 し たがっ て ， S B  1 04 に取り着 < S A l06 C · Dも同時期といえる。 それ以前の

S A106 A · Bは 門の部分が閉じて おり， 溝以前の時期つまり8 世紀代である可能性が強いといえ

る。

また今匝の調査では 墨書土器が多い の が特徴といえる。 総数 で58 点あり， その う ち 「 白 」 が31

点，「上」 又は「①」 3 点， 「厨」 2 点， その他に 「屋代」 ． 「水流」 ・ 「水」 ・ 「91在 9 」 . 「文」 ・ 「馬賞家」

「 白 」・ 「守」 の習書などがある。 種 類， 量とも今回が一番多く， ほとん どが第1 ト レ ン チ付近の約

500m' の範囲に集中しているのも特徴といえる。 また県道拡幅工事に伴な う 調査で多くの 「 白 」 の

墨書を出土したのは 第1トレ ン チ の約10cm北側である。 し たがっ て第1 トレ ン チ付近は 墨書が集

中して出土するような性格の地域であっ たと考えられる。 これ ら 墨書の う ち 「 白 」 は郡名 ， 「厨」

は遺構の性格に関係するものであろ う 。 「蒻家」 ・ 「屋代」 は 『和 名 類緊抄』 の白河郡の郷名 に ，

「謬家」 ・ 「屋代」 （ 註 2 ) があるのでそれに関係するものと考えられる。
「水流」は S D109 出土のもので， 水野正好氏によれば （ 註 3 ) ， 多賀城周辺で出土 し て いるよ う

な人面壺絵は疫払いのため水に流 し たものとされて い る。 これも， このよ う な呪術 に 関連したも

のかも知れない。 とすると 「在」 ( ‘1在 ？ ） ＝ 「怪」 も同様のものであろ う か。

須恵器 遺構出土で器形が判明したのは S B 105 · S B 119 出土の杯と， S K llO出土の長頸壺

のみ であった。
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S B 105の も のは 5a 類であり， 回転ヘ ラ 切り底の も のは 8 世紀後半～ 9 世紀始め頃に位懺付け

られており， この建物も この時期以降の も の と 考えられる。

S B110出土の長頸壺は イ本部が倒卵形 を 呈し， また内黒のロ ク ロ土師器杯 1類を伴なっ ている

こと から9 世紀の も のであ ろう。

返りのあ る蓋の破 片 は 今回 も 2 点出土 し ているが， 伴なう遺構は 検出で き なかっ た 。

（ 註 1) 木本 元治 「輔轍土師器一杯形土器について一」 『福島県における土師器編年試論』

福島県考古学会 昭和 51年

小笠原好彦 「東北地方における平安時代の土器について二， 三の問題」 『東北考古学

の諸問題』 昭和 51年

（ 註 2 ) 池邊 禰 「和 名 類緊抄郷 名 考證 」 吉川 弘文館 昭和 41年

（ 註 3 ) 水野 正好 「祭礼 と 儀礼」 『都 と むらの暮し』 古代史発掘10 講談社 昭和 49年

第 3節 ま と め

I 1 )  本年度の調査により， 第8 次調査で 「院」 と 考えられた 部分の東辺 も 一本柱列により区画さ

れているこ と が判明した。

(2 ) 「院」の東辺には 9 世紀頃に掘立柱の八脚門が作られ， 東辺ではこの門 と 同時に一本柱列に沿

っ た 大 溝 も 掘られた 可能性が強い。 した がっ て， この 「院」 は 9 世紀以降の時期には 東が正面

であっ た と 考 えられる。

( 3 )  八脚門の中心は 第6次調査で検出された 一本柱列の東南 コ ー ナ ー より100尺， 第8 次調査のS

B9 0の北側柱列より25尺に位置し， 計画的に配置されていた 可能性が強い。

(4 )  一本柱列の東外側には 8 世紀～ 9 世紀初め頃までは 掘立柱建物群があ り， それ以降は 消滅し

た も の と 考えられる。

(5 )  八脚門及びその東外側から多 く の墨書土器が出土している。 これらは ， この地区の性格に か

かわり あ る も のか も 知れない。
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